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平鹿郡平鹿町中山窯跡発掘調査概報

庄内昭男＊

Iはじめに

当館が昭和55年から昭和57年にかけて枇手・平鹿地

域を対象として地域研究調hを実施してきた巾で，考

kimとしては「職手・平鹿地域の窯跡辿跡」を一つ

のテーマとして調代を進めてきた。

ここに紹介する中山窯跡は，すでに枇下・秋Ill横断

'1動車道計画路線内No.10遺跡')として周知さｵ'て↓､た

遺跡であるが，雌|ﾉ1では古い時期の須’哩器が採柴され

ており，注目されていたものである。

考古部門では昭和57年1(1月に範mm,淵凋介および試

掘調介を実施した。その調在結果については，『秋川

l','=文化財調査報告第103集一遺跡詳荊II分ｲ|ii淵代報告』

に速PIているか、その後，遺物の嬢理作業竿が進展

したので改めてその慨典を縦告した次第である。

Ⅱ遺跡の位置・立地・現状

遺跡は平鹿剛W胆町上古Ill間内字中|｣|に所在してい

る。奥〉M本線枇下駅からIl'l線距離でIﾉqに3.:ikmである。

秋Ill方ifllよりWins号線を北上し，横手市婦気で折れ

て県辿枇f－淵館線をIノリ方|AIに2.5km程行くと丘|凌地

に入る。その丘陵地をのぼりきった｢ﾉqの端が'I'll!地|ﾒ：

である。

辿跡のlﾘ『在する'hill丘|唆地は，小さな起伏にとんだ

地形をしているが,'Mil窯跡は丘陵地lﾉq縁の1判北に長

第1図遺跡位if'i'Wi●印)H土地蝿院発行5万分の1地形Ⅸ|｢枇手｣を使用
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きたい。

No.:>試掘坑A']辺では地表Ifllに須恵器破叶が倣乱して

いる状況がみられ，ブドウ棚の支柱をくぐるようにlll

裾部から中服部にかけて幅2m・長さ15mの長いトレ

ンチを入れてみた。｜||裾部では表土下SOcmで地01のドル

色土I科に達し，辿物の出土鎧は比較的少なかった。'I'

段より上では表土下2llcniで明黄褐色士層に迷した。｜ﾘ）

黄禍色土I輔上IIIIには焼石および窯壁片．須恵器等が散

乱しており，北fllllにIl'l径1.2m程の火床、がゑられた。

上段では表土下lOcmの明黄褐色土層上而に大量の須恵

器・炭・焼土・スサが混在している状況がみられた。

中段での嗣位段｢mは，表土の黒褐色土I稗の下がlﾘ].iv

禍色土層，さらにその下が軟質の黒褐色土層，その-ド

に地Illの磯を含む網色土層となっている。遺物はlｿl黄

隅色土屑上｢、にみられるが，それより下の黒褐色土I秤

い独立丘の東西に面した斜Ifll部にある。独立丘頂部の

標尚は72.5m,mに広がる水Il1而の牒尚は約55mであ

る。

中Ill丘陵地一帯は広大な樹園地であり，窯跡周辺も

ブドウ園・リンゴ園として利用されている。

Ⅲ調査概要

中Ill窯跡は独立丘の東・Iﾉq両斜而部にまたがってお

り，約7,000㎡の範囲と考えられる。

雌も遺物が散門LしていたIﾉﾘ斜Ifll北川の松ﾉ|言敬吉氏所

有のブドウ園・リンゴ園ﾙ{1辺に9ケ所の試掘坑を入れ

てみた。いずれからも須恵淵↑が見つかっており，益

的にはNo.1．2．3試掘坑内からの川bが多く，とく

にNo.3では多量の須恵器とともに窯確片・焼石が検出

されている。

ここではXn.3試掘坑の洲介状況をI'心に説明して行 と地Illにはゑられなかった。
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No.3の試掘坑粂体を掘り下げた段階で，、Nilであっ

た地表面に対して，明黄禍色土層と地山はmmに落ち

込んでいき，明黄禍色土層上面に遺作していた火床Ifll

も北西に向きをもっているようであった。

このことからNo.3試掘坑においては，明黄柵色土層

上面に柵築された北西に向きをもつ窯跡部分が，淵墾

により削平された可能性がつよいと考えられる。

なお西斜面の地山の状況については，丘頂部付近と

山裾部でちがいがみえており，丘の頂上に近いNo.9試

掘坑では表土下15cinで砂利混りの明黄禍色土層であり，

Ill裾部のNo.1．N0．2試掘坑およびその下平坦部のNo.8

試掘坑では表土下40～20cmで，粘土質の褐色土層であ

った。

Ⅳ出土遺物

No.3試掘坑では多量の窯壁片・焼石とともに，表土

下から多量の須恵器が検出された。出土した須恵器の

器形は，杯・蓋・壷・妻・小壷・硯などである。これ

より出土した須恵器について，形態の特徴に製作技法

を加味させて説明していきたい。なお須恵器窪につい

てはNo.4試掘坑で口頚部の遺存状態の良いものがあっ

たので，図示し説明を加えた。

杯高台の付くものをA類，高台のないものをB類

として分頑している。

A1:(第5図13

青灰色を呈し，比較的岬いつくりである。Pfll3.0

cm・高さ4.5cm・台径9.5cm,高台の高さは8nimである。

底部は平坦で体部から口縁部にかけてII.線的に外傾し

ている。高台は杯底部周縁に近い内側に付けられてお

り，外側につよくはり出ている。器内外はロク,.調整

されてL､る･底部は回転へラ切りで切り離しが行われ，

高台の周縁は後にナデ調整されてL､る。

Aっ：（第5図14～17

灰黒色を呈し，比較的厚いつくt)である。11係13.0

cm・高さ4.5cm・高台径8.5cm内外で，高台の高さは

6mm程である。17をのぞいて底部は平坦であるが，体

部との境界は不明瞭である。体部は底部よりメL味をも

っており，口縁部でわずかに外反している。i高台はわ

り合い厚く，わずかに外側にはり出しており，接地面

が平坦なものと凹み､が入ったものがある。器|ﾉ1外はロ

クロて調幣されている。底部は回転へラ切りで切り離

しが行われ，高台周縁は後にナデ調整されている。

A.,:(第5図18

上記のものより大形のもので，灰黒色をしている。

推定n(M6.6cmである。底部は平坦で体部から口縁部

にかけて直線的に外傾している。高台は底部ﾙH縁より

6mm程内側につき，高台の幅は8mm程である。器内外

はロクロ調整されているが，体部外側の中位に3条の

沈線状の調整痕が残っている。なお底部の切り離しは

不明であるが，高台周縁をナデ調整している。

B頬は製作技法のちがいにより6分類した。

Bi:(第6図1

灰色を呈し，焼けひずんでいる。推定口径14.Bern

高さ3.8cm・底径8.Ocmである。底部はやや上げ底ぎみ

であり，体部との境界はｲく明瞭である。体部は底部よ

り丸味をもってつながり，内湾ぎゑに外傾して口縁部

にいたる。器内外はロクロ調整されている。底部およ

び底辺部は切り離し後にヘラナテ調盤されている。

B^:(第6図2)

燈色を呈している。’二I径14.4cm・高さ4．5cm・底径

7.0cmである。底部は平坦で体部から口縁部にかけて

直線的に外傾している。器|ﾉ1外はロクロ調整されてい

る。底部が切り離された後に，底部および底辺部は回

転へラケズリ調幣されている。

Bs:(第6図3

灰色を呈するが，部分的に黄燈色の部分を残してい

る。小形で器壁は厚い。11径11.4cm・高さ3.5cm・底

B7.0cmである。底部は厚く丸底ぎみで，体部との境

界は不|ﾘ11僚である。体部から口縁部にかけて内湾ぎみ

に外傾する。器内外はロクロで調整されている。底部

の切り離しは¥"¥転へラ切りである。

B.:(第6図45)

黄橘色を呈しており，比I陵的薄いつくりである。4

が口径13．0cm・高さ3.8cm底径9.0cmである。5が

11径13．6cm・高さ3．8cm・底径9.6cmで､ある。底部は

厚く丸1氏ぎみであるが，底部と体部の境は半IJ別できる。

休部から口縁部にかけてIl'l線的に外傾する。器|ﾉ1外は

ロクロにより調幣されているが、内底面が凹む。底部

の切り離しは回転へラ切りである。

Be:(第6図6)

黄櫨色を呈しており，比岐的厚いつくりである。推
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角曝混在

黒褐色士(l0YR3/2)シルト質・刺

黄褐色土(l()YR5/8)シルト質・教

黒褐色士(7.5YR2/2)シルト質・教

黒褐色土(10YR2/3)シルト質・軟

須恵器・炭化物・焼土・スサ包含

黒褐色土(I0YR2/3)シルト質・硬

明黄褐色士(2.5YR7/6)粘土質・硬

黄褐色土(lOYR5/3)粘土質･硬

黒褐色士(l0YR2/3)シルト賛・敏

暗褐色土(l0YR3/3)シルト面・敦
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定U(Ml3.Ocm・高さ4.0cm・推定底碓8.4cmである。l氏

部は平坦で，底辺部がやや丸味をもつ。休部から11縁

部にかけて|ﾉ1湾ぎみに外傾する。器|刈外はロクロで調

幣されている。底部の切り離しはI"l転へラ切りで行わ

れ，底辺部はナデ調盤されてL,る。

Be:第6図7)

灰色を呈し，比鮫的大形のものである。体郁から｜｜

縁部にかけて欠損している。底径9.6cmである。底部

は平坦で底辺部にやや丸味をもつ。器内外はロクロで

調幣されており，底部の切')離しはmi血《へラ切りであ

る。

蓋比岐的出土点数が多い。形態のちがいでA～D

に分類した。

a:(第5図1～9

灰色ないし灰黒色を呈している。天ハ部がなだらか

な丸味をもって口縁部にいたり,p縁部が内fllll下方に

折れまがり，陵をなしている。「I縁端部はとがってい

る。天井部中央にはツマミが付けられている。器|ﾉ1は

ロクロ調縦さ＃'てL､るが，外側はツマミ間辺からIl:

部近くまでra転ヘラケズリ調撚されている。

l～6は比絞的器,;;,が低いが.7～9は高さがある。

ツマミは擬鴬珠状のものが多いが，9のように侃平な

ものも含まれる。なお1．2のツマミ上部に「二」に

患える印が付されている。

各蓋の;|測値は以下のとおりである。

1.Rgl5.8cm・高さ2.8cm・ツーマミIl'l径2.1cm

2．口径14.2cm・高さ3.伽m・ツーマミ直侭2.5cm

3．口径14.6cm・高さ1.9cm・ツマミIl'1径2.Son

4．口径13.8cm・高さ2.8cm・ツマミH'f(̂ 2.晩、

5．口径15.8cm・ツマミなし・高さ2.5cm

6．口径14.8cm・ツマミなし・高さ2.0cm

7．口径14.()cm・高さ3.4cm・ツマミli'Uî .税、

8．口径14.2cm・高さ4.3cm・ツーマミ|i'Uli2.9cm

9．口径11.Icm・高さ3.2cm・ツーマミIl'l径2.6cm

7～9については.A*に分類した高台付杯と｜|経､l

法が近い。

A':(第5図10

黄燈色を呈し，最も人きなものである。11径16.4cm

・高さ2.9cmである。形態・製作技法ともにAと似て

いるが，天ﾉ|部よりゆるやかにおりて｜I縁部に三分の

二幌近づいたところで鈍し､角度で凹んで､いる｡天ル部

中央には血保2．6cmの擬龍珠状のツマミが付いている。

B:(第5図11

灰色を呈し，抑いつくりである｡11催14.6cm･尚さ

2.4cmである。天II部は平坦で中位から鈍い角度をも

って下り,o縁部にいたる。口縁端部は外側に丸く折

り返されている。器内面はロクロ調幣されており，天

川部を平坦に，さらに鈍L､角度をつけてN転ヘラケズ

リ調盤している。天井部中央には直碓2.8cmの擬宝珠

状のツマミが付いている。

C:(第5図12)

灰色を呈しており，ツマミはなくなっている。推定

||徒14.0cm・現存する高さ3.1cmであり，小さくて高

さがある。天井部のツマミ周辺は平坦であるが，中位

よりゆるやかにおりて，口縁部にいたる。口縁端部は

わずかにlﾉ1側に折られている。器|ﾉ1は'コクロ調帖され

ており，外而天Ⅱ部ヅマミル11辺はN転ヘラケズリ調惟

されている。

蕊No.3試掘坑では蕊のill'郷破片が多量に出土した

が,p縁部から'IK部にかけて接合できたのは，わずか

に1点だけであった。ここでは口縁部破片の特徴的な

ものを抽出して分類した。

A:(第7図l～11)(第8図12)

大形の葵の破片と考えられ，製作技法上の特徴を上

げると以下のとおりである。

○11縁部がつよく弓なりに外反してL､る。

○I'唇部が肥厚し，外側にはり出ている。

○11唇部の下に隆帯をもつものがある。

○am；外fllllに櫛拙波状文を柵いている。

第8図lは，赤褐色ないし黄灰色を呈している。，，

怪3艶､前後である。胴部上位がふくらみ，口縁部はほ

ぼ真Il'lに立上り,p唇部がとがっている。Ill"]部外Ifllに

は平行タタキII痕が密にほどこされ.p縁部中位にも

平行タタキl-lの痕跡がみられる。

館8図2は,No.4試掘坑北四隅の地11llllf上から(II土

した。周辺からm部の大きな破片も象つかったが，接

合できなかった。この婆の11縁部は灰黒色を呈し，か

な')焼きひずんでいる。11flSSem前後で，現存するi高

さが12cni前後である。弓なりに外反し，口唇部がつよ

くはり出し陵をもつ。口縁部外側下半に平行タタキII
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の痕跡が残っており，内側とともにナデ洲帖されてい

る。なお外にはり出した11唇部の|､~に3段の櫛拙波状

文が拙かれてL，る。

B:(第71叉112～18

Aと比較して'1､形のものと考えられる。製作技法上

の特徴を上げると以下のとおりである。

○11縁部の高さが3～6cmである。

○11縁祁がI1'l線的に外傾する。

○11唇部が平坦にならされているか，あるいはややIl'l

んでいる。外側にわずかなはり川しをもつ。

○W:部外側には平行タタキII痕が，内側には同心n状

のアテ板痕が残るものがある。

短頚壷第8図3は灰色を呈している。器内外はロ

クロ調確されている。

小壷第8図4は灰黒色を呈している。惟定II¥f:

6.3cm,高さ4.0cm,推定底径4.1cmである。｜ﾙ1部上､f

で最人径7.2cmを測る。頚部に段をもち,11縁部が短

く立ち上がる。器内外はロクロで洲催され，底祁はヘ

ラケズリ調整されている。

第8図5は灰色を呈している。椛走11(M4．I)cmであ

る。球形の体部に短く外反する11縁部がつく。器内外

はロクロ調整されている。

円而硯第8図6は円1fll硯の脚部であ0,灰色を呈

している。脚裾部の直径が21cmと推定さ＃1る。慨部に

|礎をもっており、2cm程上の部分に長方ﾙｸあるいは台

形のすかしが切られていたようである。すかしの位股

は対応する4Ifll"と‘思われる。内外ともにロクロ調幣さ

れている。

V考察

ここでは出-tした須恵器についてまとめ，若干の考

察としたい。

No.3試掘坑から出土した須恵器は,m－器砿であっ

ても形・大きさ・製作技法において様々なものがjz式ら

れる。その中から特徴的なことをあげるとり､ドのとお

*)てある。

○杯は底部をI"l転へラ切りで切り離さオ'てし､る。

○杯Eh・B-.顔のように切り離し後にヘラナテ，ヘラ

ケズリ調整されたものがある。

○i'i']台付杯では形態・大きさ・製作技法からA2瓶が一

群となっている。

○杯B伽ではBa'B.類に夫られるように，底部が厚

く丸底ぎみのものがゑられる。

○港の出|君点数が多い。｜I縁部を短く下に屈[illさせて

おり，天it部をI"!転ヘラケズリ調整している。

○11唇部をはり川させ，外側に櫛描波状文をほどこし

た大形の難の破叶が多く黙られる。

秋Ill県lﾉ1では現ｲIﾐまで9ケ所の窯跡か調査されてお

り，出土弧恵滞について中|||窯跡のものと各地の窯跡

のものを比披検‘謝した◎蝦も一般的で出土量の多い杯

がその対象である。

底部の切り離し手法がl"l転へラ切りで行われている

杯を主に出す窯跡は，秋BIll)手形山1号窯跡，枇手市

郷|鯨窯跡，ノ〈llll市成沢1．2．3号窯跡，蝿法1号

窯跡がある。このうち手形llll号窯跡，郷土館窯跡の

杯は回転へラ切りで切り離された平底を呈するものに

I"l転糸切りで切り離されたものが含まれており，また

成沢1．2号窯跡でも''1|転へラ切りで切り離された杯

にI"l転糸切りで切り離された|ﾉ1黒の土師緋高台杯が伴

って出土しており，底部の切り離し手法がH転へラ切

りからmm糸切0手法へ移行する直前の様相がゑられ

る。葛法1り･窯跡・成沢3号窯跡出土の杯は,l"l転へ

ラ切りで切り離された平底を呈するものであるが，休

部と底部との境界は1ﾘl瞭なものが多L､。

中山窯跡の杯には切り離し陵の底部にヘラケズリ調

撚あるいはヘラナデ,淵帖をほどこしたものが黙られる

ことと，底那が厚くA底ぎ黙のものがあることなどか

ら上記の蕪跡より,'fいものと考えられ,l"l転糸切り手

法の導入を9Ciiii半頃2)と推定すると，およそ8C後

1必を中心とした年代か考えらｵ'る。

なお手形Ill窯跡など他の窯跡が半地下式の柵造で，

杯の出土荊合がI部､のに対して，中山窯跡では人形の

喪のHi土削介が高い。窯榊造についても検討する必要

があろう。

岐後に，中Ill丘陵地の分布調査および当遺跡の発掘

調侮につ↓､て平鹿at山細纂専門員のIlllll貞吉氏より全

而|'|りな|私〃を､､ただいた。｜ﾘl記して感謝の意をささげ

たい。
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三十一
同工

1秋ill県教育委員会(1982):「遺跡分布調査報告『l＃」

『秋IⅡ県文化財調査報告諜第93集』

辿跡名が竹原となっているが，｜||柵より上が'I'lllとい

う'f昌名であるので中Ill窯跡とした。

2）払Ill冊調査事務所1975:『払IllHI跡一昭和r,i)年度発

伽調査慨報一』

※SK60土｣広|ﾉ1から嘉祥二年849'のｲド紀をもつ木簡に

ともなって，糸切り底で休部にヘラケズリ調幣のある

Iﾘl禍色を呈する杯，ロクロ仕上(~による明隅色を呈す

る礎，ヘラ切り・糸切I)底の須恵器杯がffi土している。
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△遺跡遠景（【ﾉW→東）

△遺跡近険（四→束）
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ANo.3試掘坑調査前（西→火）

鰐段瞳『L塗一睡型
^No.3試掘坑調査後（西→東）
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<]No.3試掘坑上部土居
（西→東）

ONo.S試掘坑中部土層断Ifli
1ﾉﾛ→東）

<]No.3KM坑中部土居断面

（南→北）
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